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M ・シェーラー共感論の批判的考察
-Kritische Uberlegungen zu der Lehre 
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マリクは愛の特徴を 3つに分けて検討している。すなわち、 r 1愛運動の自発性、 2愛の方向付
























































る。その意味で「自発的愛が初めて[共感の]限界を広げていく J(Vl 78)0 それによって愛は「人格
の中枢(Zen凶 m)に迫るJ(Vl 147)ものであり、シュテクミューラーの言葉で言えば、 「他者が他者
としての本来の実在性を初めて獲得するJ(Stegm. 109)ものである。人格の深い中枢に達する愛の能
力は共感にはない。それ故、人間愛との違いとしてシェーラーは言う、 「共同感情においては単に人


















愛は常に自発性によって特徴づけられるJ(テ~ヶン 167、vgl珂 147.Vor a11em aber ist die Liebe ein 








































































(McGill 291)と言われでもやむを得ない。それはシェーラーの「理想実現の熱意を疑わせるJ( McGill 
291)ものである。更にシェーラーの価値論そのものに起因する批判は、愛の「創造性」にも向けられ






























































































































に他ならないJ (小牧 149)。個人の行為・態度のあり方は、 「全体性の回復」とか「全体性の実
現」を目指すものである。和辻の人間理解は決して単純な全体論ではないとしても、多くの研究者が
指摘するように、個人よりも全体が重視されているのである。 r和辻倫理学では、基本的には間柄、






































人心理的機能は備わっていないJ (湯浅 35ω 。 r要するに和辻倫理学は、間柄という日常的経験を
絶対化し、これを超越しようとする一切の試みを拒否すると共に、自己自身はその我ー汝関係の外に
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